
土
岐
市
南
部
の
妻
木
町
に
所
在
す
る
妻
木
窯
下

古
窯
跡
群
は
、
美
濃
窯
の
中
で
は
唯
一
、
室
町
時

代
か
ら
江
戸
時
代
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
同
一

丘
陵
内
で
窯
業
生
産
を
行
っ
て
い
た
古
窯
跡
群
で

す
。
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は

不
明
で
す
が
、
東
西
約
２
５
０
ｍ
、
南
北
約
75
ｍ

の
範
囲
に
室
町
時
代
の
窖
窯
２
基
︵
５
・
６
号

窯
︶
と
室
町
時
代
末
か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
大
窯

４
基
︵
１
～
３
・
７
号
窯
︶、
江
戸
時
代
の
登
窯

１
基
︵
４
号
窯
︶
の
計
７
基
が
近
接
し
て
分
布
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
窯
で
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
製
品

を
生
産
し
て
お
り
、
５
・
６
号
窯
で
は
、
調
理

具
・
食
膳
具
を
中
心
に
茶
道
具
や
仏
具
、
１
～

３
・
７
号
窯
で
は
、
調
理
具
・
食
膳
具
を
中
心
に

茶
道
具
で
あ
る
桃
山
茶
陶
を
、
４
号
窯
で
は
茶
道

具
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
食
膳
具
と
共
に
美
濃
窯
で

は
数
少
な
い
施
釉
瓦
を
焼
成
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
妻
木
窯
下
窯
だ
け
が
、
こ
の
よ
う

な
長
期
間
に
わ
た
っ
て
窯
業
生
産
を
行
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。

一
番
の
理
由
は
、
周
辺
で
製
品
等
の
原
料
と
な

る
粘
土
が
豊
富
に
採
取
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
原
料
が
枯
渇
す
る
と
、
そ
れ
を
求
め
て
移

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
古
窯

跡
群
の
北
側
の
妻
木
町
山
本
周
辺
に
は
西
山
鉱
山

跡
を
は
じ
め
と
す
る
採
掘
場
が
複
数
あ
る
た
め
、

原
料
供
給
先
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
領
主

︵
土
岐
明
智
氏
・
妻
木
氏
︶
が
窯
業
政
策
の
一
環

と
し
て
領
内
に
陶
工
を
誘
致
し
た
た
め
、
安
定
し

た
窯
業
生
産
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

本
古
窯
跡
群
周
辺
に
は
、
城
館
跡
で
あ
る
妻
木

城
や
妻
木
城
士
屋
敷
跡
、
集
落
跡
及
び
城
館
跡
で

あ
る
妻
木
平
遺
跡
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
遺

跡
が
点
在
し
て
お
り
、
妻
木
地
区
の
歴
史
的
変
遷

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
場
所
で
す
。
今
後

こ
れ
ら
の
遺
跡
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
残
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

天目茶碗
（６号窯出土：室町時代）
土岐市美濃陶磁歴史館蔵

灰釉緑釉流し大鉢
（４号窯出土：江戸時代）
土岐市美濃陶磁歴史館蔵

志野鉢
（１～３号窯出土：安土桃山時代）

土岐市美濃陶磁歴史館蔵

う
ち
ん
た
ぁ
の
お
宝
、
な
ん
や
ね
？

第
５
回　
妻
木
窯
下
古
窯
跡
群

第１展示室『現代茶陶展のあゆみ』・第２展示室『元屋敷陶器窯跡出土品展』
６月20日まで開催中。

６月25日からは『土岐市の古窯―妻木窯下古窯跡群―』を開催します。
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美
濃
陶
磁
歴
史
館
だ
よ
り

美
濃
陶
磁
歴
史
館　
☎
55
１
２
４
５

連
続
コ
ラ
ム


